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  ＊ ほぼ日本語で間に合うという当たり前の現実。






























































韓国 ＊ハングル ＊ハングル＊英語 日本統治時代あり
タイ ＊タイ語 ＊ほぼ英語
























表 2 TOEFL スコアアジア国別ランキング（2014）
Test and Score Data Summary for TOEFL iBT Tests （2014）より作表
Reading Listening Speaking Writing Total
1 シンガポール 24 25 24 25 98
2 インド 22 23 23 23 91
3 パキスタン 21 22 24 23 90
4 フィリピン 21 22 24 22 89
5 マレーシア 22 22 21 23 88
6 バングラディシュ 20 21 21 22 84
〃 インドネシア 20 21 22 21 84
〃 韓国 22 21 20 21 84
〃 スリランカ 20 21 22 21 84
〃 香港 20 21 21 22 84
11 北朝鮮 21 20 20 21 82
12 カザフスタン 18 20 22 20 80
〃 台湾 20 20 20 20 80
14 ネパール 18 19 20 21 78
〃 ベトナム 19 19 19 21 78
16 ミャンマー 18 19 20 20 77
〃 アゼルバイジャン 18 19 21 20 77
〃 ブータン 17 18 22 21 77
〃 中国 20 18 19 20 77
〃 ウズベキスタン 18 19 21 19 77
21 キルギスタン 17 19 21 19 76
22 タイ 18 19 19 19 74
23 トルクメニスタン 16 19 20 18 73
24 マカオ 17 17 18 19 72
〃 モンゴル 17 18 19 18 72
26 タジキスタン 15 17 20 18 71
27 日本 18 17 17 18 70
28 アフガニスタン 14 16 21 18 69
〃 カンボジア 15 16 19 19 69



















































本学のみならず医科系大学では 1, 2 学年でかなり、























































































































Tomson Reuters In Cites ™ Global Comparisons. http://
incites.isiknowledge.com/ Accessed Dec. 2011）から
＊相対 Impact：世界の平均被引用数（＝ 1 論文当たり
の被引用数）を 1.0 として，各国の平均被引用数を規格
化した数値．
6表 3 医学分野論文ランキング（アジア　国 / 地域別）
a） 論文数によるランキング







1 China 63,441 59,359 26,212 12,423 0.41 274
2 Japan 36,115 31,508 16,311 4,790 0.45 458
3 India 23,264 19,091 7,079 2,328 0.3 216
4 South Korea 18,202 16,188 8,411 1,816 0.46 237
5 Taiwan 8,913 7,982 4,108 957 0.46 233
6 Singapore 3,650 3,217 3,122 479 0.86 206
7 Hong Kong 3,328 3,007 2,555 430 0.77 244
8 Malaysia 3,179 2,980 1,279 352 0.4 103
9 Thailand 2,978 2,650 1,480 266 0.5 170
10 Pakistan 2,797 2,563 1,034 263 0.37 101
11 Bangladesh 766 720 473 70 0.62 97
12 Indonesia 543 512 338 35 0.62 97
13 Viet Nam 519 477 380 47 0.73 104
14 Nepal 404 373 130 24 0.32 67
15 Phillines 394 357 276 18 0.7 102
16 Sri Lanka 369 337 207 22 0.56 74
17 Cambodia 150 132 115 28 0.77 55
18 Macao 147 142 82 18 0.56 27
19 Kazakhstan 129 123 70 8 0.54 31
b） H index によるランキング





7 Hong Kong 244

































































































































































































































































































図.4 Braj Kachru's Three Circles of English. より作図
 *Inner circle = 3.8 億人程度
 *Outer circle = 3 億人程度












"Given the sheer number of people in the region and 
the tigerish leap of their economies, it's possible that far 
in the future, Standard English will reﬂect an Asian norm 











































































































































































に 4, 5 名のアジア圏からの教員が加わるとしよう。集
中講義からスタートしても良い。特任教員でもよい。
































「紙つぶて」）、平成 24 年 4 月 19（木曜）から。
v. David Graddol, The Future of English（ British 
Council, 1997）, 山岸勝栄訳『英語の未来』（研究社、
1999）。
vi. Nicholas Osler, The Last Lingua Franca（Penguin, 
2011）を参照。これからの自動翻訳の未来と英語
の関係については英語学者の D. Crystal も述べて
いるが、彼の判断はやや慎重である。English as A 
Global Language（Cambridge Univ. Press, 1997）, 
国広正雄訳「地球語としての英語」（みすず書房、








vii. Andy Kirkpatrick, English as A Lingua Franca in 
Asean（Hong Kong Univ. Press, 2010）のうち特に
Part I: Asean and English が参考になった。









x. Larry E. Smith and Cecil L. Nelson, “ World 
Englishes and Issues of Intelligibility ” The 
Handbook of World Englishes edited by Braj B. 











xii. 10 年ほど前になるが、S. マーフィー重松という英
語教師が異文化間コミュニケーションに伴う心理
的負荷を念頭に『英語が話せる日本人、話せない日
本人』（泉書房、2004）という肩の凝らない本を出
した。様々な英語教育法にもまして留意すべき日
本人の心理的壁に触れていて興味深いが、特に冒
頭 2 ページに挙げられている東大教授の話は示唆
的である。その教授は、英米人の前に出ると英語
がなめらかに口に出てこないが、アジア系の人々
とは不思議なくらいスムーズに話せる、という談。
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